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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月13日(2017.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行ない、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御するか否かを判定する有利状態判定手段と、
　前記有利状態判定手段の判定結果に基づいて、前記有利状態に制御する有利状態制御手
段と、
　可変表示が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦仮停止させた後に可変
表示を再度実行する再可変表示を所定回実行する再可変表示実行手段と、
　遊技者による第１動作に対応する第１動作演出、および、遊技者による第２動作に対応
する第２動作演出を含む複数種類の動作演出を実行するか否かを決定する動作演出決定手
段と、
　前記動作演出決定手段の決定結果に基づいて、動作演出を実行する動作演出実行手段と
を備え、
　前記再可変表示実行手段による前記再可変表示の実行回数に応じて、前記第１動作演出
または前記第２動作演出を異なる割合により実行可能であり、
　前記再可変表示実行手段による前記再可変表示の実行回数に応じて、複数種類のリーチ
演出のうちいずれのリーチ演出を実行するかの割合が異なり、
　遊技状態に応じて、動作演出の実行割合が異なる、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　（１）　可変表示を行ない、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であっ
て、
　前記有利状態に制御するか否かを判定する有利状態判定手段と、
　前記有利状態判定手段の判定結果に基づいて、前記有利状態に制御する有利状態制御手
段と、
　可変表示が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦仮停止させた後に可変
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表示を再度実行する再可変表示を所定回実行する再可変表示実行手段と、
　遊技者による第１動作に対応する第１動作演出、および、遊技者による第２動作に対応
する第２動作演出を含む複数種類の動作演出を実行するか否かを決定する動作演出決定手
段と、
　前記動作演出決定手段の決定結果に基づいて、動作演出を実行する動作演出実行手段と
を備え、
　前記再可変表示実行手段による前記再可変表示の実行回数に応じて、前記第１動作演出
または前記第２動作演出を異なる割合により実行可能であり、
　前記再可変表示実行手段による前記再可変表示の実行回数に応じて、複数種類のリーチ
演出のうちいずれのリーチ演出を実行するかの割合が異なり、
　遊技状態に応じて、動作演出の実行割合が異なる。
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